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問題解決能力の育成における 

思考力・判断力・表現力の指導方法と評価についての研究 

－カレーライスの作り方におけるフローチャートによる表現－ 

 

１ 単元や課題の設定理由・ねらい 

共通教科情報の学習指導要領解説において，「情報の科学」の「問題解決とコンピュー

タの活用」では，「生徒の身の回りから具体的な問題を発見し，記述させるなどして問題

を明確化させることにより，問題解決における理解をより深めることができる。また記述

した問題を生徒が互いに評価し合うことによって，記述の分かりにくい部分や情報の不足

などに気付かせることも大切である」と記されている。これらの一連の流れは問題の発見

の段階のみならず，問題を解決していく過程においても有効な手段であり，問題解決能力

の育成につながるとされている。 

そこで，身の回りの事象として「カレーライスの作り方」を取り上げ，市販のカレール

ーのパッケージを参考に，カレーライスの作り方の手順をフローチャートで表現させる。

また，フローチャートの作成過程で，ジグソー法を活用して個人で考えたフローチャート

を持ち寄り，グループ討議を経ることで，情報の不足や効果的な表現方法などに気付き，

自己の考えを広げ深める対話的な学習を取り入れるようにする。本研究では，これら一連

の作業を通じて，フローチャートに関する基本的な知識及び技能を習得するとともに，プ

ログラミング的思考につなげていくことをねらいとする。 

 

２ 研究内容 

 (1) 単元の目標 

  フローチャートに使用する記号の意味や表現方法について理解し，フローチャートを

適切に作図することができる。また，身の回りの事象にアルゴリズムがあることに気付

き，フローチャートを使用して適切に手順の流れを表現することができる。 

 

 (2) 学習活動に即した評価規準（「思考・判断・表現」の観点のみ） 

  アルゴリズムの基本構造を用いて，作業の流れをフローチャートで適切に表現できる。 

 

 (3) パフォーマンス課題及びその概要 

  ア パフォーマンス課題について 

 カレールーのパッケージに描かれた「カレーライスの作り方」の手順をフローチャ

ートで表現しよう。 

  イ 授業の進め方について 

(ｱ) アルゴリズムの基本構造（順次構造・選択（分岐）構造・繰り返し（反復）

構造）を説明する。 

(ｲ) カレールーのパッケージを見せ，課題の内容を確認させる。 
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(ｳ) １グループ当たり４人のグループに分け，カレーライスの作り方の各工程の

担当者を決めさせる。個人で担当する工程のフローチャートを考えさせた後，ワ

ークシートに記述させる。 

(ｴ) 同じ工程の担当者でグループ討議を行って情報を共有し，各自のフローチャ

ートを評価させ，処理の流れが間違っている部分や情報の不足等があれば，フロ

ーチャートを赤で修正させる。エキスパート活動を行うことで，自己の考えを広

げさせる。 

(ｵ) 最初のグループに戻し，各工程のフローチャートを一つにまとめさせる。 

(ｶ) 授業の振り返りを行い，ワークシートに考察を記入させる。 

ウ ワークシートについて 

２時限目授業において個人でフローチャートを作成する場面やグループ協議を行う

場面において使用した。また，このフローチャートの記述を評価の対象とした。 
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 (4) ルーブリック 

達成度 観点の説明 

Ａ 

（十分満足できる状況） 

アルゴリズムの基本構造を用いて作業の流れをフロー

チャートで適切かつ合理的に表現できる。 

Ｂ 

（おおむね満足できる 

状況） 

アルゴリズムの基本構造を用いて作業の流れをフロー

チャートで適切に表現できる。 

Ｃ 

（努力を要する状況） 

アルゴリズムの基本構造に誤りがある。または，フロ

ーチャートで表現できない。 

 

 (5) 基本となる指導の流れ 

時

限 
学習活動 指導上の留意点 

１ 

○ アルゴリズムの基本構造の理解 

 

 

○ 簡単なフローチャートの作図 

 

・フローチャートの例題を用いて基本

構造の使い方を理解させる。 

 

・複数の題材を用いて，三つの基本構

造に対する簡単なフローチャートを

作図させる。 

２ 

○ パフォーマンス課題の提示 

・本時の学習内容とパフォーマンス課

題について確認する。 

 

○ グループ分けと役割分担 

・４人一組のグループに分かれ，各工

程のフローチャートの担当者を決め

る。 

 

○ フローチャートの作成 

・各自が担当している工程のフローチ

ャートを記述する。 

 

 

○ グループ協議① 

（ジグソー法：エキスパート活動） 

・同じ工程を担当している生徒でグル

ープをつくり，個人で作成したフロ

ーチャートを基に協議し，工程を進

めるに当たって間違っている部分や

効率的でない部分などを共有し，よ

り適切なフローチャートをグループ

で考える。 

 

○ グループ協議② 

（ジグソー法：ジグソー活動） 

・最初のグループに戻り，エキスパー

・実物のカレールーのパッケージを提

示して，共通理解を図る。 

 

 

・カレールーのパッケージに描かれて

いる四つの手順が，それぞれの担当

であることを理解させる。 

 

 

・フローチャート作成後，フローチャ

ートをたどれば，カレーライスを作

る工程を進めることができることを

確認するように伝える。 

 

・フローチャートの修正は赤で行い，

最初の記述を残すように指示する。

赤で修正することで，自分の考えが

どのように変化したのか確認できる

ことを留意する。 

 

 

 

 

 

・全工程のフローチャートを組み合わ

せて，正しくカレーライスを作るこ

とができるように，他の工程と流れ
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ト活動で考えたフローチャートにつ

いてお互いに説明し，その内容につ

いて協議する。 

 

 

○ 振り返りとまとめ 

・パッケージのイラストとフローチャ

ートにおける二つの表現方法の違い

に着目させる。 

や整合性を検証する。グループで結

合したフローチャートを使用して，

正しくカレーライスが作れるかどう

か検討させる。 

 

 

 

 (6) 評価の進め方（評価方法） 

  グループ協議を経て改善した個人のフローチャートを評価する。 

 

３ 授業の状況 

 (1) 指導するに当たって，学校の状況に応じて留意したことやその理由 

  本研究のフローチャートの指導にあたっては，フローチャートを学ぶ意味や，この後

のプログラミングにつなげることを意識した説明を行った。学校の違いによって，生

徒の学習環境に差が生じないようにするため，課題作成においては，ドラッグアンド

ドロップでフローチャートを作成できるソフトウェア（学習支援ソフトウェア SKYMENU 

PRO）を使用し，画面を複数で共有できるようにした。さらに，他者の意見を聞いて自

分の考えをまとめていくなど，協働して課題を解決することができるようジグソー法

を用いた。授業の振り返りの時間には，カレールーのパッケージのイラストとフロー

チャートのメリット・デメリットを考え，フローチャートに適した場面があることを

気付かせた。 
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(2)  授業実践後に協議して設定したルーブリックと典型的な作品例 

達成度 観点の説明 生徒の作品例 

Ａ 

（十分満

足できる

状況） 

アルゴリズムの基

本構造を用いて作

業の流れをフロー

チャートで適切か

つ合理的に表現で

きる。 

 
［評価に対する注釈］ 

・「かき混ぜ溶かす」や「煮込む」の繰り返す動

作に対して，反復構造を適切に使って表現でき

ている。 

Ｂ 

（おおむ

ね満足 

できる 

状況） 

アルゴリズムの基

本構造を用いて作

業の流れをフロー

チャートで適切に

表現できる。 
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［評価に対する注釈］ 

・繰り返す動作に対して順次構造のみで表現して

いるなど，フローチャートの流れとしては間違

っていないが，複数の要素が入っている部分が

一つの処理になっている。選択や繰り返しの判

断が適切に記述されていない。 

 

Ｃ 

（努力を

要する 

状況） 

アルゴリズムの基

本構造に誤りがあ

り，フローチャー

ト で 表 現 で き な

い。 

（作品例省略） 

 

［評価に対する注釈］ 

・永久に処理を繰り返す構造になっている。 

・工程の途中で終わってしまうフローチャートに

なっている。 

 

 (6) 「Ｃ（努力を要する状況）」と評価した生徒への指導の手だて 

  アルゴリズムの基本構造に関する事前学習プリントを確認させながら，三つの構造の

意味と使い方を個別に説明し，記述したフローチャートの誤りに気付かせ，問題のあ

る箇所を修正させる。 

 

４ まとめ及び考察 

 (1) 実習課題について（生徒の取組状況も含めて） 

  今回のパフォーマンス課題は，「カレーライスの作り方」という身近な題材を用いた

ため，プログラミングの導入部分において，生徒が興味・関心をもって意欲的に活動

を行うことができた。個人で作成したフローチャートの図形の使い方の誤りや構造の

誤りなどさまざまなミスを，グループ協議①（エキスパート活動）を通して適切に修

正することができていた。 

 

 (2) 評価について 

  同じ工程の生徒同士で行ったグループ協議①（エキスパート活動）では，協議の中で

ある程度の修正が行われた。そのため，評価Ｃ（努力を要する状況）となった生徒は

少なく，グループ協議を取り入れた指導に効果が十分にあったと言える。 

考察の記述では，「カレールーのパッケージは人間が見て理解するものであるから，

曖昧な表現や不明瞭な表現でも察しがつく。しかし，コンピュータが判断するフロー

チャートは行動の全てを細かく指示しなければいけない」という内容のものが多く，

今回のパフォーマンス課題のねらいをおおむね捉えることができていることが分かっ

た。 

 

 (3) 授業実践の改善に向けて 

  本研究において評価の対象としたのは，グループ協議①（エキスパート活動）後の各

自が担当した工程のフローチャートである。カレーライス作りに関する全工程のフロ

ーチャートは評価の対象としていない。そのため，工程によってフローチャートの作

りやすさに差がある状態での評価となった。グループワークでの考察を評価できるよ
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うなワークシートを作成する必要があり，全ての生徒が同じ難易度の課題で評価でき

るように設定するべきであると感じた。 

今回のパフォーマンス課題は，フローチャートによる適切な表現方法やその考え方

を身に付けさせることにより，プログラミング的思考につなげることをねらいとして

いる。この取組で終わりとするのではなく，今後は「生徒自身が課題を見つけ，解決

のためにフローチャートで表現する」といった次の段階へ向けた課題が更に必要であ

る。 

パフォーマンス課題とは，「リアルな文脈の中で，さまざまな知識やスキルを応用・

総合しつつ何らかの実践を行うことを求める課題」であることを考慮すると，今回の

ようなプログラミングの初学者を対象としたフローチャートの基本の習得を問う課題

ではなく，より高度な学習内容で応用，総合した課題を開発することが求められる。 

  また，今回はアンプラグドで行う課題を作成したが，生徒が作成したフローチャート

の処理の流れを実際に確認できるように，プログラミングのソフトウェアなどコンピ

ュータで動作を検証することができるパフォーマンス課題を開発することが必要であ

る。 

 

 (4) その他 

実践授業を行ったどの学校においても，生徒同士の話し合いは積極的に行われてお

り，成果物を比較し合うことによって，自身の考えを広げ深めることができた。本研

究では時間の関係上実施することはできなかったが，振り返りとまとめの後に，評価

Ａのグループに発表をさせ，全体で正しいフローチャートの流れを共有するなどの学

習活動（評価Ｃの生徒に対する指導）を取り入れたい。今後は，小学校・中学校でア

ルゴリズムやプログラミングを深く学習した生徒が入学するため，生徒の状況を踏ま

えながら，生徒にとって取り組みやすいプログラミング教育の指導方法について，今

後も引き続き研究していきたい。 
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